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プロジェクトの概要 
●背景 

グローバル化によって国境を越えた移動

や国との関わりが活発化する中で、国際社

会では環境問題や貧困など様々な問題が紛

糾した。2015 年には「持続可能な開発目標

（SDGs）」が国連サミットで採択され、国

際社会が取り組むべき課題が策定された。

しかし、これらの目標は各国政府による取

り組みだけでは達成は困難である。我々一

人一人が SDGs を自分事としてとらえ、ア

クションを起こすことが求められている。

このような背景から、我々は人々が SDGs
について理解し、行動に移すきっかけを提

供する場が必要だと考え、本プロジェクト

を企画した。 
 
●目的 

本プロジェクトでは、茨城大学サザコー

ヒーライブラリーカフェにて、SDGs に関

する講演の実施を企画した。講演の目的と

しては以下の三つである。 
・SDGs に対する人々の理解を深める 
・SDGs をより気軽に学べる機会の提供 
・SDGs を通じた地域住民との交流の促進 
今回の講演では常磐大学の富田学長のご

協力をいただくことが出来た。富田学長は

アメリカフォダム大学で博士課程を修了後、

ニューヨークの国連経済社会分析局に入局

し、国連経済社会局統計部次長を務めるな

ど、30 年に渡り国連で活躍されていた。現

在は国連国際人口移動統計専門家グループ

のメンバーを務めており、SDGs の策定に

携わった経験があることから、今回の講師

として適切だと考えご依頼を行った。 

写真 1 SDGsカフェポスター画像 



 
●事前活動について 

定期活動として週 1 回程度のオンライン

ミーティングを行い、計画の策定、事務連

絡、各々の進捗具合などの話し合いを行っ

た。その後は週ごとに各タスクの割り振り

を行い、資料作成や連携等の作業を進めた。

また、広報活動としてサザコーヒー側はポ

スターの作成、学生側は Twitter での情報

発信を行った。 
 
●当日の活動について 

当日の参加者にはマスク着用での参加を

義務付け、受付の際には検温、アルコール消

毒を徹底し、カフェ内は換気をした状態で

実施を行った。講演では常磐大学の富田学

長を講師として招き、蓮井学長特別補佐が

進行のもと、茨城大学サザコーヒーライブ

ラリーカフェにて約 2 時間の講演を行った。

休憩時間にはサザコーヒー側の SDGs の取

り組みについての解説や、SDGs に配慮し

た商品の提供を行った。 
＜日程＞ 
対象：一般（定員 20 名） 
日程：11 月 14 日 14:00~16:00 
講師：常磐大学富田学長，蓮井学長特別補佐

（SDGs 推進） 
参加費：300 円／人 
 
プロジェクトの成果報告 
●成果 

新型コロナ感染防止の観点から、参加者

同士が十分な距離を保てるよう定員を 20
名に絞っての開催だったが、当日は学生、社

会人、主婦などの様々な属性の方に参加し

て頂くことが出来た。 

講演は「SDGs をめぐるコンセンサス・ビ

ルディング」という題目で実施された。全体

を通して富田学長の解説は非常に分かりや

すく、SDGs に関する知識も多岐に渡るも

ので、富田学長がご経験した貴重なお話に

ついてもお聞きすることが出来た。また、フ

ァシリテーターを務めた蓮井先生も SDGs
推進の学長特別補佐および GREC(グレッ

ク)茨城大学地球・地域環境共創機構の機構

長を務めているため、先生方の豊富な知見

が相まって、より充実した内容を参加者に

提供出来たのではないかと考える。 

また、休憩時間ではサザコーヒーの

SDGs に関する取り組みの紹介として、コ

ーヒーとかぼちゃのプリンの提供を行った。

写真 2 参加者の様子 

 

写真 3 富田学長による解説 
 



サザコーヒーでは形が悪いものや、傷があ

るものなど、市場には出せない果物を買い

取り、加工してケーキやプリン、シェイクと

して活用している。今回は「恋するマロン」

と呼ばれる那珂かぼちゃで作られたプリン

を提供した。この食品に対する参加者から

の反応は好評だったため、参加者のフード

ロス削減の意識向上に貢献できたのではな

いかと考えられる。 
 

●参加者アンケート結果 
１．満足度 
 アンケート回答者 16 名のうち、10 名の

方が「かなり満足」、4 名が「満足」、1 名が

「やや満足」と、約 9 割の方からご好評を

頂くことが出来た。 
 
２．講演内容 
 公演内容は「難しかった」が 6 名、「普通」

が 8 名、「少し簡単だった」が 2 名となっ

た。「とても難しかった」と「非常に簡単だ

った」は共に 0 名だった。 
 
３．もっと聞きたかった内容 
「本イベントの中で盛り込んで欲しかっ

た内容」の中では、個人で取り組める活動に

ついて盛り込んでもらいたかったとの回答

が一番多かった。 

 
写真 5 「SDGsカフェで盛り込んでもらい

たかった内容」の内訳 

 
●課題・展望 
本年度はCOVID-19の影響で活動に制限

があったが、無事に開催まで至った点は大

きな成果だと考える。しかし、課題としては

準備に対するエネルギーの省力化が挙げら

れる。社会連携センターからの許可が必要

なものとそうでないものを一緒くたにして

しまい、やや準備に手間がかかる部分があ

ったため、コミュニケーションコストの削

減が必要だと感じた。 
展望に関しては、形を少し変え、他の民間

企業とコラボレーションができると良いの

ではないかと考えている。身近なカフェと

いう空間で SDGs について学べるイベント

は新しい試みであるため、他方にも広げて

いきたい。また、今回の運営メンバーが所属

しているゼミを通じて、来年度への運営の

引継ぎを検討している。来年度も開催する

場合は、今回のアンケート結果を踏まえ、更

にカジュアルなイベントに仕上げたいと考

えている。 

写真 4 蓮井先生による解説 


